
共通

０.００６ ％
指標の説明

入院中の患者の転倒やベッドからの転落は少なくありません。原因としては、入院と
いう環境の変化によるものや疾患そのもの、治療・手術などによる身体的なものなどさま
ざまなものがあります。
転倒・転落の指標としては、転倒・転落によって患者に傷害が発生した損傷発生率と、

患者への傷害に至らなかった転倒・転落事例の発生率との両者を指標とすることに意味が
あります。転倒・転落による傷害発生事例の件数は少なくても、それより多く発生してい
る傷害に至らなかった事例もあわせて報告して発生件数を追跡するとともに、それらの事
例を分析することで、より転倒・転落発生要因を特定しやすくなります。こうした事例分
析から導かれた予防策を実施して転倒・転落発生リスクを低減していく取り組みが、転倒
による傷害予防につながります。転倒・転落の損傷レベルについてはThe Joint 
Commission の定義を使用しています。（日本病院会）
*＜損傷レベル４＞重度手術、ギプス、牽引、骨折を招いた・必要となった、または神経損傷・身体内部の損傷の診察が必要となった
＜損傷レベル５＞ 死亡 転倒による損傷の結果、患者が死亡した
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値の算出方法

（平成31年４月～令和２年３月）

入院患者の転倒・転落による
損傷発生率（レベル４以上*）

（医療安全管理室へインシデント・アクシデントレポートが
提出された転倒・転落件数のうち損傷レベル４以上の件数） ／ （入院延患者数） × 100 （％）

(入院延患者数：67,310人)


